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教育理念 ・ 方法

2022年度
研究成果

2023年度
教育・研究目標

自然由来の画材を扱う日本画であるが、古来より日本人の身近にいつでも存在していた素
材であり、これを主に扱うことで人の肌に馴染む表現をすることが出来る。自らが日本人
であり日本画を学んでいる事が世界からどのように捉えられるのかを意識し、また日本特
有の画材を使って描くことで更に未来の新しい日本画表現を生み出せるような教育をした
い。
「第46回東京都春季創画展」東京都美術館（東京）(21’22’)
「第46回 創画展」東京都美術館（東京）(20’21’22’)
2022「第四弾 日本画解放区」Bunkamura Gallery (東京)(23’)
「東風｣ 企画グループ展 数寄和（東京）
 「ART NAGOYA2022｣3ta2GALLERYから出品(名古屋)(23’)
「Spark 展」 新井画廊（東京）
「わたしと、あたしと、私と、」秋葉麻由子個展 アートスペース羅針盤
「極月の鼎展」銀座三越ギャラリー （東京）2023 3 月
「ART FAIR TOKYO 2023」（東京）
「現代作家たちが描いたクレパス画展」（鳥取）

・徳島の阿波和紙の工房見学を学生と行い単に白い和紙を漉くだけでなく、用途にあった
様々な和紙を漉きながら、自身の制作の幅を広げる
・自身の作品の個展やグループ展示等の研究発表
・「ART FAIR TOKYO」を通しての国際交流
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